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予
想
さ
れ
る
知
事
選
挙
告
示

日
（
６
月
22
日
）
ま
で
、
４
ヵ

月
余
と
な
り
ま
し
た
。 

 
町
長
、
組
合
長
な
ど
と
懇
談 

 
津
川
と
も
ひ
さ
代
表
幹
事

は
、
各
自
治
体
、
各
種
県
団
体

を
精
力
的
に
訪
問
し
、
懇
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

１
月
以
降
、
稲
美
町
町
長
、

太
子
町
町
長
、
Ｊ
Ａ
丹
波
ひ
か

み
農
協
組
合
長
・
Ｊ
Ａ
南
あ
わ

じ
農
協
の
組
合
長
、
仮
屋
漁
協

の
参
事
ら
と
懇
談
。
県
弁
護
士

会
、
行
政
書
士
会
、
Ｊ
Ａ
兵
庫

中
央
、
県
医
師
会
、
県
漁
連
な

ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
「
神
戸
新
聞
」
２
月

９
日
付
朝
刊
は
、
「
井
戸
知
事

５
選
立
候
補
の
公
算
」
と
報
じ

て
い
ま
す
。
加
入
団
体
も
地
域

の
会
も
活
動
の
量
と
テ
ン
ポ
を

引
き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

参
加
者
か

ら

は
、
高

卒

ま
で
の
医
療

費
無
料
化
や

無
償
奨
学
金

な
ど
教
育
と

地
方
政
治
の

課
題
や
安
保

法
制
や
原
発

問
題
で
の
争

点
化
の
可
能

性
、
大

学

運

営
へ
の
自
治

体
首
長
の
か

か

わ

り

な

ど
、
今
後
の
政
策
検
討
に
つ
な
が
る
話

題
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
県
政
転
換
に
向

け
て
の
地
域
で
の
市
民
共
同
へ
の
協
力

も
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

 

市
民
団
体
と
懇
談 

 

２
月
１
日
に
は
、
「
平
和
憲
法
を
未

来
に
、
原
発
事
故
避
難
者
応
援
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
活
動
し
て
い
る
団
体

「
未
来
の
社
会
を
考
え
る
仲
間
た
ち
」

の
方
々
と
懇
談
し
、
「
井
戸
県
政
を
ど

う
評
価
す
る
か
」
「
三
宮
再
開
発
」
な

ど
に
つ
い
て
、
津
川
代
表
幹
事
ら
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
２
０
１
８
年
度
か
ら
の
国

保
都
道
府
県
化
に
よ
る
自
治
体
の
独
自

減
免
制
度
が
な
く
な
る
」
「
保
育
園
に

は
入
れ
な
い
と
い
う
友
人
が
多
い
」
な

ど
の
要
望
も
出
さ
れ
、
今
後
も
懇
談
し

の
り(

憲)

の
り(

法)

コ
ラ
ム 

 

「
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
と
は
」
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
の

講
演
に
、
「
う
ん
う
ん
、
そ
う
だ
そ
う

だ
」
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
▼
多
忙
な

日
程
を
や
り
繰
り
し
て
１
月
17
日
、

神
戸
市
内
で
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

22
年
集
会
に
出
席
し
た
戸
羽
市
長
。

甚
大
な
被
害
へ
の
み
ず
か
ら
の
責
任
に

も
言
及
し
な
が
ら
、
「
町
の
か
た
ち
や

新
し
い
市
役
所
が
で
き
た
か
ら
復
興
す

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
住
ん
で
い
る
一
人

ひ
と
り
が
ど
れ
だ
け
笑
顔
に
な
れ
る

か
、
元
気
に
な
れ
る
か
、
前
を
む
け
る

か
、
そ
れ
が
復
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
「
人
は
生
き
て
い
る
以
上
、
幸
せ

に
な
る
権
利
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た

▼
神
戸
に
き
て
、
借
り
上
げ
復
興
公
営

住
宅
か
ら
被
災
者
ら
が
20
年
を
区
切

り
に
行
政
に
よ
っ
て
退
去
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
「
市
民
が

困
っ
て
い
る
の
に
、
切
り
捨
て
る
と
す

れ
ば
、
政
治
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
原

点
に
返
っ
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
」
と
の
べ
ま
し
た
▼
そ
し
て
、
20

年
も
た
っ
て
被
災
者
を
裁
判
の
被
告
席

に
立
た
せ
る
、
こ
ん
な
重
要
な
問
題
が

全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
と
な
ら
な

い
現
状
に
も
疑
問
を
て
い
し
、
同
じ
被

災
地
の
首
長
と
し
て
、
国
に
も
訴
え
て

い
き
た
い
と
の
べ
ま
し
た
。
「
復
興
と

は
」
「
政
治
の
役
割
と
は
何
か
」
、
た

い
へ
ん
示
唆
に
富
む
お
話
で
し
た
▼
戸

羽
市
長
の
講
演
後
、
閉
会
挨
拶
し
た
畦

布
和
隆
氏
（
復
興
県
民
会
議
代
表
委

員
）
は
、
「

22

年
前
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
と
き
に
、
戸
羽
さ
ん
の
よ
う

な
市
長
が
い
て
、
私
た
ち
と
心
あ
わ
せ

て
復
興
に
と
り
く
ん
で
い
た
ら
、
阪

神
・
淡
路
の
復
興
も
そ
の
後
の
日
本
の

災
害
の
復
興
も
、
大
き
な
か
た
ち
で
変

わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
結
び
ま

し
た
。
住
民
に
心
を
通
わ
せ
る
県
知
事

を
何
と
し
て
誕
生
さ
せ
た
い
と
痛
感
し

ま
し
た
。
（
Ｍ
） 

 

憲法が輝く 

兵庫県政を 

つくる会 

 「兵庫県を変える」 第２６号 ２０１７年２月１５日（１） 

「
学
者
の
会
」
と
懇
談 

「
憲
法
県
政
の
会
」
は
１
月
24
日
、

「
安
保
関
連
法
に
反
対
す
る
学
者
の

会
」
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

学
者
の
会
か
ら
４
人
が
参
加
。
津
川

代
表
幹
事
が
決
意
と
政
策
の
大
要
を
説

明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 
リレースピーチ「私たちの願いと県政」 
【日程】３月４日（土）１４時 

【会場】神戸市勤労会館２階ホール 

 

「第２次全県一斉宣伝」 
【日程】３月２１日（火）１７時～１８時 

【場所】１月の場所を基本に検討中 

「第１３回定期総会」 
【日程】３月２９日（水）１８時３０分 

【会場】兵庫県民会館９階けんみんホール  

  

「４月２１日２０００人集会」（仮称） 

【日程】４月２１日（金）１９時 

【会場】神戸文化大ホール 

《２０００人集会に向けた「憲法県政の会」の予定》 



 

 

 「兵庫県を変える」 第２６号 ２０１７年２月１５日（２） 

 

宣
伝
と
対
話
の
中
心
的
担
い
手
で
あ

る
「
地
域
の
会
」
が
会
議
を
開
き
、
決

起
集
会
、
総
会
の
開
催
、
独
自
の
宣
伝

行
動
も
計
画
す
る
な
ど
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

す
べ
て
の
地
域
の
会
が
、
３
月
末
ま
で

に
総
会
（
会
議
）
を
持
ち
、
活
動
を
具
体

化
し
ま
し
ょ
う
。  

＊ 

２
月
も
宣
伝
、
３
月
に
決
起
集
会

（
三
田
の
会
） 

 

「
三
田
の
会
」
は
２
月
４
日
、
会
議

を
開
き
、
津
川
代
表
幹
事
の
「
ビ
デ
オ

構
成
員
に
「
い
ま
、
み
ん
な
で
す
る
こ

と
」
と
し
て
、
次
の
６
点
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。 

〇
推
薦
決
議
や
会
の
担
当
者
を
決
め
る 

〇
活
動
方
針
や
目
標
を
決
め
る 

〇
活
動
計
画
を
姫
路
の
会
へ
知
ら
せ
る 

〇
小
組
や
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
取
り
組

み
や
申
し
合
わ
せ
を
決
め
る 

〇
提
案
・
意
見
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

〇
会
報
の
送
り
先
、
メ
ー
ル
先
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い 

（
行
動
提
起
は
要
約
し
ま
し
た

「
憲
法
県
政
の
会
」
） 

   

レ
タ
ー
」
を
視
聴
し
、
知
事
選
挙
勝
利

へ
出
足
早
く
活
動
し
よ
う
と
当
面
の
活

動
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

宣
伝
行
動
は
１
月
に
続
き
、
２
月
も

１
回
、
３
月
は
２
回
を
計
画
。
３
月
26

日
に
は
、
決
起
集
会
を
開
き
活
動
の
担

い
手
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

＊ 

３
月
に
総
会
、
６
つ
の
行
動
提
起

（
姫
路
の
会
） 

「
姫
路
の
会
」
は
、
総
会
を
３
月
31
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
と
も

に
、
会
報
１
号
を
発
行
し
、
各
団
体
の

総
会
を
開
催
（
宝
塚
の
会
） 

 

「
宝
塚
の
会
」
は
２
月
11
日
午
後
、

第
３
回
総
会
を
開
き
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

総
会
で
は
「
１
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

を
組
織
し
、
５
万
人
と
対
話
、
２
万
５

千
票
の
得
票
を
獲
得
す
る
」
た
め
に
、

①
団
体
・
個
人
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け

る
、
②
幹
事
会
の
強
化
、
③
ニ
ュ
ー
ス

を
構
成
員
ま
で
届
け
る
、
④
Ｈ
Ｐ
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
へ
の
登
録
・
拡
散
、
⑤
宣
伝

活
動
の
具
体
化
、
⑥
学
習
会
、
小
集
会

の
計
画
と
「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」

４
月
21
日
大
集
会
の
成
功
を
、
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
先
立
ち
、
田
中
耕
太
郎
代
表

幹
事
が
講
演
を
行
い
、
津
川
と
も
ひ
さ

代
表
幹
事
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

＊ 

津
川
代
表
幹
事
、
生
ま
れ
故
郷
の

淡
路
を
訪
問
し
懇
談
・
宣
伝 

 

津
川
と
も
ひ

さ
代
表
幹
事
は

１

月

15

日
、

淡
路
島
を
訪
問

し
、
懇
談
、
宣

伝
を
行
い
ま
し

た
。 

 

懇
談
に
は
、

年
金
者
組
合
、

民

商
、
新

婦

人
、
共
産
党
な

ど
か
ら
１
２
人

が
参
加
。
「
農
業
、
漁
業
を
元
気
に
す

る
政
策
の
打
ち
出
し
を
」
「
淡
路
は
自

然
災
害
が
多
い
の
で
、
そ
の
対
策
を
政

策
に
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
共
闘
の
広
が
り
を
感
じ

る
、
新
し
い
時
代
に
な
っ
た
」
「
県
が

変
わ
れ
ば
暮
ら
し
が
変
わ
る
こ
と
を
訴

え
よ
う
」
「
地
方
自
治
体
は
住
民
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
が
、
一
方
で
は
数
の
力
で
押
し
切

ら
れ
る
。
ト
ッ
プ
を
取
る
、
こ
れ
程
力

強
い
こ
と
は
な
い
、
勝
て
る
展
望
は
あ

る
」
な
ど
の
抱
負
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
津
川
代
表
幹
事
は
、

「
今
日
お
聞
き
し
た
要
望
を
持
ち
帰

り
、
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

 

懇
談
後
、
「
農
林
水
産
祭
」
が
開
か

れ
る
、
い
ざ
な
ぎ
神
宮
前
に
移
動
し
、

20
人
で
宣
伝
・
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

島
内
各
地
か
ら
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う

中
、
「
会
報
№
２
」
を
配
り
な
が
ら
、

多
く
の
地
元
住
民
と
対
話
し
、
激
励
を

受
け
ま
し
た
。 

第１次全県一斉宣伝 ２０ヵ所に２３９人が参加 
 １月２０日の全県一斉宣伝は２０ヵ所で取

り組まれ、９０団体２３９人が参加しまし

た。 

 津川ともひさ代表幹事は、ＪＲ兵庫駅前と

神戸大丸前の２ヵ所の宣伝に参加。ＪＲ兵庫

駅前では２０人が行動し、マイクで訴え、会

報を配布するとともに、「生活をささえる県政」「平和にこだわる県

政」などのプラスターを持ち、市民にアピールしました。 

 ＪＲ本竜野駅前では、兄が防衛大にいる女子大生が「心配している」

と戦争法廃止の署名をしました。 

 

連日のツイートから、一部、

紹介します 

 

【丹波ひ

かみ農協

組合長】

小豆生産

にはずみをつけようと「ゼンザイの

町・丹波」を売り出し中。作り手も

増えているが実った後の「豆のより

分け」が大変。丹波ひかみ農協では

一台３８０万円の選別機を２台購入

して生産農家から喜ばれている。

「これに県や市の補助があれば」は

組合長さんの要望。懇談後に実物を

見ました（1月20日付） 

 【仮屋漁協】

淡路の仮屋漁

協で教えても

らったこと。

いま大阪湾の

海底は、諸河

川から砂が自

然供給されにくいので堅くなり

イカナゴが「夏眠」できない。

１歳の成魚は５～１２月、砂に

潜り夏眠し目覚めると産卵期。

イカナゴのためのベッド製造マ

シンが下の画像。仮屋漁協のみ

なさんがそのパイオニア。漁師

さん、海を耕す！（2月6日付） 

 
【太子町長】太子

町の服部町長と懇

談しました。私が

高校教員出身とい

うことで配慮いた

だき教育問題を皮

きりに突っ込んだ

お話をいただきま

した。子どもの医療費無料化には踏み切ったがさ

らにと考えるが「お金がない」。そんな思いはど

この市町も同じではないかなどなど。写真のポジ

ションまで気遣って下さいました（2月13日付） 

みんなでツイッターや

フェイスブックをはじ

め、リツイートやシェ

アをしていきましょう 


